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　　　平成３０年３月　日　

１．処分対象事業者

・ ：

・ ：

・ ：

２．処分内容

・

３．違反行為の概要

　　《問い合わせ先》
  　　関東運輸局自動車運送事業安全監理室　　担　当：植野、西川
　　 ＴＥＬ：０４５－２１１－７２４９（直通）
　　 ＦＡＸ：０４５－２０１－８８０４
        配布先：横浜海事記者クラブ、神奈川県政記者クラブ、物流専門紙

記

事 業 者 名 株式会社　飯田重機

主たる事務
所 の 位 置

神奈川県横浜市中区南仲通１－１３

代 表 者 名 飯田　憲治

一般貨物自動車運送事業の全部停止及び輸送施設の使用停止処分

　当該事業者の本社営業所（神奈川県横浜市中区南仲通１－１３）について、
３０日間の事業停止及び２５０日車（２両×１２５日）の車両の使用停止処分。

　平成２９年１２月１日及び同年１２月２０日に当該事業者（本社営業所）に対し監
査を実施したところ、点呼の実施義務違反（貨物自動車運送事業輸送安全規則第7
条）､他１７件の貨物自動車運送事業法等関係法令の規定に違反する事実が確認され
たもの。（詳細は別紙参照）

関　東　運　輸　局

一般貨物自動車運送事業者に対する事業停止及び輸送施設の使用停止処分について

　法令違反の疑いがある旨の情報を端緒として下記の一般貨物自動車運送事業者に対し、
監査を実施しました。その結果、平成３０年８月６日付けをもって、下記のとおり貨物自
動車運送事業法第３３条に基づく事業の全部停止及び輸送施設の使用停止の行政処分を
行ったのでお知らせします。

平成30年8月6日
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別紙

関東運輸局自動車運送事業安全監理室

（１）行政処分の年月日

（５）主な違反事項

（７）違反点数付与状況 ５５点

５５点

（６）違反行為の概要

平成２９年１２月１日及び同年１２月２０日に監査を実施。１８件の違反が
認められた。（１）乗務時間等告示の遵守違反（貨物自動車運送事業輸
送安全規則第3条第4項）、（２）健康状態の把握義務違反（貨物自動車
運送事業輸送安全規則第3条第6項）、（３）点呼の実施義務違反（貨物
自動車運送事業輸送安全規則第7条）、（４）アルコール検知器備え義
務違反（貨物自動車運送事業輸送安全規則第7条第4項）、（５）乗務等
の記録事項義務違反（貨物自動車運送事業輸送安全規則第8条第1
項）、（６）運行記録計による記録義務違反（貨物自動車運送事業輸送
安全規則第9条）、（７）運転者台帳の作成義務違反（貨物自動車運送
事業輸送安全規則第9条の5第1項）、（８）運転者に対する指導監督違
反等（貨物自動車運送事業輸送安全規則第10条第1項）、（９）高齢運
転者に対する指導監督違反（貨物自動車運送事業輸送安全規則第10
条第2項）、（１０）高齢運転者に対する適性診断受診義務違反（貨物自
動車運送事業輸送安全規則第10条第2項）、（１１）定期点検整備の実
施違反（貨物自動車運送事業輸送安全規則第13条、道路運送車両法
第48条第1項）、（１２）整備管理者の研修受講義務違反（貨物自動車運
送事業輸送安全規則第15条）、（１３）運行管理者に対する指導及び監
督違反（貨物自動車運送事業輸送安全規則第22条）、（１４）運行管理
者の講習受講義務違反（貨物自動車運送事業輸送安全規則第23条第
1項）、（１５）事業計画の変更認可違反（貨物自動車運送事業法第9条
第1項）、（１６）事業計画事後届出違反（貨物自動車運送事業法第9条
第3項）、（１７）事業の健全な発達を阻害する競争のうち社会保険等に
未加入のもの（貨物自動車運送事業法第25条第2項）、（１８）報告義務
違反（貨物自動車運送事業法第60条第1項）

当該行政処分により当該営業所に付された違反点数

当該事業者の累積点数（関東運輸局管内）

（３）当該行政処分等に係る
　　 営業所の名称及び位置

本社営業所

神奈川県横浜市中区南仲通１－１３

（４）行政処分等の内容
事業の全部停止処分３０日間及び輸送施設の使用停止処分２５０
日車

貨物自動車運送事業輸送安全規則第7条

一般貨物自動車運送事業者の法令違反に対する行政処分等の状況について

平成30年8月6日

（２）事業者の氏名又は名称
　　及び主たる事務所の位置

株式会社　飯田重機

代表者名　飯田　憲治

神奈川県横浜市中区南仲通１－１３
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平成 30 年 8 月 10 日  

 
 
 
 

 
 
 
 

外国船舶の重大な欠陥に対する出港差し止め 
処分の状況について（平成３０年７月） 

 
 

関東運輸局では、船舶の安全運航と海洋環境の保全の観点から管内の港に入港する外国船舶

に対して構造・設備の状態、船員の資格等が関係する国際条約の基準に適合しているかを検査

する外国船舶監督（PSC：ポートステートコントロール）を実施しています。 
７月、管内において PSC を実施した外国船舶１００隻のうち、重大な欠陥として是正終了ま

で出港を差し止める処分を行った船舶は２隻で、概要は下記のとおりとなっています。 
 

 
記 

 
拘留処分を受けた外国船舶（平成３０年７月分） 

注1 国際海事機関船舶識別番号 

注2  ISM（国際安全管理）コード適用船の場合はISM 証書の船会社。適用船でない場合は船主 

船   名 
船   種 

  IMO 番号 注1 

建 造 年 
旗 国 
総トン数 

船会社 注2 
検査 
場所 

拘留日 
解除日 重大な欠陥内容 

YING XIANG 

一般貨物船 

9167722 

 

1997 

シェラレオネ 

1,998 

 

YANTAI WEISHNG 

INTERNATIONAL 

SHIPPING CO.,LTD 

横浜 

H30.7.2 

 

H30.7.6 

 

・ハッチカバーの腐食、穴、締付

金具の固着 

 

 

PU DUN 

一般貨物船 

9083639 

 

1993 

ベリーズ 

1,474 

GOLDEN SEA MARINE 

CO.,LIMITED 
木更津 

H30.7.19 

 

H30.7.20 

・ハッチカバーの腐食、穴、締付

金具の固着 

 

      

       

     

関東運輸局 

問い合わせ先 

関東運輸局 海上安全環境部 外国船舶監督官 

担当：小倉、石川 

電話： 045-211-7264 Fax：045-201-8794 

配布先：横浜海事記者クラブ、神奈川県政記者クラブ 

     物流専門紙、 

―記者発表資料―
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